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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イエローインク、マゼンタインク及びシアンインクからなるインクジェット記録用イン
クセットにおいて、各インクが少なくとも顔料、分散剤及び水系媒体を含有し、イエロー
インクがＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含有し、マゼンタインクがＣ．Ｉ．ピグメン
トレッド１２２及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９を含有し、シアンインクがβ型
フタロシアニン銅を含有し、各インクの顔料の平均粒子径が１０～９３．６ｎｍであり、
前記マゼンタインクのＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．Ｉ．ピグメントバイオレッ
ト１９との重量比が１／３～１／１の範囲であることを特徴とするインクジェット記録用
インクセット。
【請求項２】
　各インクの顔料濃度が４．０～１５．０％であることを特徴とする請求項１に記載のイ
ンクジェット記録用インクセット。
【請求項３】
　各インクの分散剤と顔料の重量比が１／４～５／４の範囲であることを特徴とする請求
項１または２に記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項４】
　分散剤として下記一般式（Ｉ）の化合物を使用することを特徴とする請求項１乃至３の
いずれかに記載のインクジェット記録用インクセット。
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【化１】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基を表わし、ｌは０
～７の整数を、ｍは３０～６０の整数を表わす。）
【請求項５】
　イエローインク、マゼンタインク及びシアンインクからなるインクジェット記録用イン
クセットを用いるインクジェットカラー記録方法において、各インクが少なくとも顔料、
分散剤及び水系媒体を含有し、イエローインクがＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含有
し、マゼンタインクがＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレ
ット１９を含有し、シアンインクがβ型フタロシアニン銅を含有し、各インクの顔料の平
均粒子径が１０～９３．６ｎｍであり、前記マゼンタインクのＣ．Ｉ．ピグメントレッド
１２２とＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９との重量比が１／３～１／１の範囲である
ことを特徴とするインクジェットカラー記録方法。
【請求項６】
　各インクの顔料濃度が４．０～１５．０％であることを特徴とする請求項５に記載のイ
ンクジェットカラー記録方法。
【請求項７】
　各インクの分散剤と顔料の重量比が１／４～５／４の範囲であることを特徴とする請求
項５または６に記載のインクジェットカラー記録方法。
【請求項８】
　分散剤として下記一般式（Ｉ）の化合物を使用することを特徴とする請求項５乃至７の
いずれかに記載のインクジェットカラー記録方法。

【化２】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基を表わし、ｌは０
～７の整数を、ｍは３０～６０の整数を表わす。）
【請求項９】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のインクジェット記録用インクセットを含有すること
を特徴とするインクカートリッジ。
【請求項１０】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のインクジェット記録用インクセットを含有すること
を特徴とするインクジェットプリンター。
【請求項１１】
　被記録媒体が紙であることを特徴とする請求項５乃至８のいずれかに記載のインクジェ
ットカラー記録方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェットカラー記録において、高彩度でかつ保存安定性に優れたインク
ジェット記録用インクセット及びインクジェットカラー記録方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、インクジェット記録方式に用いるインクとしては、各種の水溶性染料を水単体もし
くは水と水溶性溶剤からなる溶媒中に溶解し、必要に応じて各種添加剤を添加したものが
主流であった（例えば、特許文献１、２、３参照）。
しかし、このような染料系インクを用いて印字を行なった場合、被記録材上での記録画像
の耐水性が悪く、水をこぼしたりすると容易に記録部分の染料のにじみが生ずるという問
題や、耐光性が悪いため、記録部分に光が当ると色調変化や濃度低下が発生するという問
題があった。
染料系インクの上記問題を改良するため、着色剤として染料の替りにカーボンブラックや
各種有機顔料を用いた、いわゆる顔料系インクをインクジェット記録方式に適用すること
が開示されている（例えば、特許文献４、５、６参照）。
顔料系インクを用いて印字を行なった場合、被記録材上で乾燥したインクは着色剤が顔料
であるため、水がかかっても染料のように溶解してにじみが発生することはなく、耐水性
が良好である。
また、顔料は染料に比較して光に対する反応性が低いため、顔料系インクの耐光性は染料
系インクに較べ優れている。
このような顔料系インクは、一般に顔料と液媒体と分散剤よりなる混合物をボールミル、
サンドミル等の分散機で分散処理を行ない製造した顔料分散液に必要に応じて各種添加剤
を添加して製造するが、インクジェット記録用インクに使用する顔料分散液は印刷装置（
インクジェットプリンター）のノズル詰まり防止、印字画像の鮮明性、１次色及び２次色
彩度、透明性確保のため、通常２００ｎｍ以下の粒子径レベルまで顔料分散液中の顔料粒
子を微粒子化分散する必要がある。更に９０ｎｍ以下のレベルにまで微粒子化すれば、染
料インクに近い、高彩度で透明性の高い画像が形成し得ることが知られている。
しかし、顔料を９０ｎｍ以下のレベルに微粒子化分散するためには、一般的に、分散に伴
なって増大する全顔料表面積に吸着させる分散剤を多量に使用する必要がある。
【０００３】
また、より１次色及び２次色の彩度を上げるためには、印字時に被記録媒体、特に紙への
インクの浸み込みを抑制し、色材である顔料を紙表面近傍に留める必要があるが、そのた
めにはインク液滴を微小化する必要があり、微小化した液滴でも所望の画像濃度を確保す
るには従来のインクよりもインク中の顔料濃度を上げる必要がある。
しかし、上記の如く、インク中の顔料粒子径を微小化し、更に顔料濃度を上げると、イン
クの保存性、特に高温環境下での保存で顔料粒子の凝集により顔料粒子径が増大したり、
インクの粘度が上昇する等の保存安定性の低下があった。
更に、顔料種によっては、インク中の顔料濃度を上げると印字画像の彩度が低下するもの
があった。
また、顔料インクで画像の鮮明性を向上させるためのイエローインク、マゼンタインク、
シアンインクのインクセットとしては、各色インクに好適に使用し得る特定の顔料種を規
定したものが開示されている（例えば、特許文献７、８、９参照）。
このうち、特許文献７においては、シアンインクにβ型フタロシアニン銅（Ｃ．Ｉ．ピグ
メントブルー１５：３）が、マゼンタインクにＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２が開示さ
れているが、マゼンタインクとしてＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット１９の併用についての開示はなく、また、イエローインクにおいては、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー７４の開示はない。
特許文献８においては、シアンインクにおいてβ型フタロシアニン銅（Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブルー１５：３）が、マゼンタインクにおいてＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２が開示
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されており、本文中に、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２と併用可能な他のキナクリドン
系顔料として無置換キナクリドン（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９）が例示されて
いるものの、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９の併用がマゼンタインクの画像彩度を
向上させ得ることの記載はない。また、イエローインクにおいてはＣ．Ｉ．ピグメントイ
エロー７４の開示はない。
特許文献９においては、シアンインクにおいてβ型フタロシアニン銅（Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブルー１５：３）が、マゼンタインクにおいてＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．
Ｉ．ピグメントバイオレット１９が開示されているが、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２
とＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９を併用することによりマゼンタインクの画像彩度
を向上させ得ることの記載はない。また、イエローインクにおいてはＣ．Ｉ．ピグメント
イエロー７４の開示はない。
【０００４】
【特許文献１】
特開昭６３－５１４８５号公報
【特許文献２】
特開昭６３－５６５７５号公報
【特許文献３】
特開平１－１９８６７１号公報
【特許文献４】
特開昭５７－１０６６０号公報
【特許文献５】
特開昭５７－１０６６１号公報
【特許文献６】
特開平２－２５５８７５号公報
【特許文献７】
特開平５－１５５００６号公報
【特許文献８】
特開平１０－２５４４０号公報
【特許文献９】
特開平１１－２２８８８８号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、顔料系インクジェット用インクで
形成される画像の彩度を向上させると共に、インクの保存安定性を特に顔料粒子径の増大
及びインク粘度の上昇を極めて小さくして向上させたインクジェット記録用インクセット
及びインクジェットカラー記録方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、イエロー、マゼンタ、シアンの
各色インクに特定の顔料種を用いること、更に好ましくは該顔料の平均粒子径を特定の範
囲にすること、特定の分散剤を用いることにより、上記課題が解決できることを見出し、
本発明に至った。
【０００７】
　すなわち、上記課題は本発明の（１）「イエローインク、マゼンタインク及びシアンイ
ンクからなるインクジェット記録用インクセットにおいて、各インクが少なくとも顔料、
分散剤及び水系媒体を含有し、イエローインクがＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含有
し、マゼンタインクがＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレ
ット１９を含有し、シアンインクがβ型フタロシアニン銅を含有し、各インクの顔料の平
均粒子径が１０～９３．６ｎｍであることを特徴とするインクジェット記録用インクセッ
ト」、



(5) JP 4584552 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

（２）「各インクの顔料濃度が４．０～１５．０％であることを特徴とする前記第（１）
項に記載のインクジェット記録用インクセット」、
（３）「各インクの分散剤と顔料の重量比が１／４～５／４の範囲であることを特徴とす
る前記第（１）項または第（２）項に記載のインクジェット記録用インクセット」、
（４）「マゼンタインクのＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２と、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイ
オレット１９の重量比が１／３～１／１の範囲であることを特徴とする前記第（１）項乃
至第（３）項のいずれかに記載のインクジェット記録用インクセット」、
（５）「分散剤として下記一般式（Ｉ）の化合物を使用することを特徴とする前記第（１
）項乃至第（４）項のいずれかに記載のインクジェット記録用インクセット；
【０００８】
【化３】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基を表わし、ｌは０
～７の整数を、ｍは３０～６０の整数を表わす。）」により達成される。
【０００９】
　また、上記課題は、本発明の（６）「イエローインク、マゼンタインク及びシアンイン
クからなるインクジェット記録用インクセットを用いるインクジェットカラー記録方法に
おいて、各インクが少なくとも顔料、分散剤及び水系媒体を含有し、イエローインクがＣ
．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含有し、マゼンタインクがＣ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９を含有し、シアンインクがβ型フタロシア
ニン銅を含有し、各インクの顔料の平均粒子径が１０～９３．６ｎｍであることを特徴と
するインクジェットカラー記録方法」、
（７）「各インクの顔料濃度が４．０～１５．０％であることを特徴とする前記第（６）
項に記載のインクジェットカラー記録方法」、
（８）「各インクの分散剤と顔料の重量比が１／４～５／４の範囲であることを特徴とす
る前記第（６）項または第（７）項に記載のインクジェットカラー記録方法」、
（９）「マゼンタインクのＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２と、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイ
オレット１９の重量比が１／３～１／１の範囲であることを特徴とする前記第（６）乃至
第（８）のいずれかに記載のインクジェットカラー記録方法」、
（１０）「分散剤として下記一般式（Ｉ）の化合物を使用することを特徴とする前記第（
６）項乃至第（９）項のいずれかに記載のインクジェットカラー記録方法；
【００１０】
【化４】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基を表わし、ｌは０
～７の整数を、ｍは３０～６０の整数を表わす。）」により達成される。
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【００１１】
　また、上記課題は、本発明の（１１）「前記第（１）項乃至第（５）項のいずれかに記
載のインクジェット記録用インクセットを含有することを特徴とするインクカートリッジ
」により達成される。
【００１２】
　また、上記課題は、本発明の（１２）「前記第（１）項乃至第（５）項のいずれかに記
載のインクジェット記録用インクセットを含有することを特徴とするインクジェットプリ
ンター」により達成される。
【００１３】
　また、上記課題は、本発明の（１３）「被記録媒体が紙であることを特徴とする前記第
（６）項乃至第（１０）項のいずれかに記載のインクジェットカラー記録方法」により達
成される。
【００１４】
　以下、本発明を更に詳しく説明する。
　本発明のインクセットを構成する各インクは大きくは以下の２つの目的よりなる。
　第１の目的は、イエロー、マゼンタ、シアンの各１次色インク、及びこれら１次色で構
成されるレッド、ブルー、グリーンの各２次色の画像彩度を顔料インクとしての最高レベ
ルまで高めることであり、そのために高彩度の顔料種、具体的には、イエローではＣ．Ｉ
．ピグメントイエロー７４を、マゼンタではＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．Ｉ．
ピグメントバイオレット１９の併用を、シアンではβ型フタロシアニン銅をまず第１の構
成要件とするものである。β型フタロシアニン銅としては、Ｃ.Ｉ.ピグメントブルー１５
：３及びＣ.Ｉ.ピグメントブルー１５：４が例示される。
　これら顔料種の構成要件のみでも、顔料系インクジェットインクとしては従来の顔料系
インクよりも高彩度の１次色画像及び２次色画像が得られるが、更にこれら顔料種を分散
せしめて微小粒子径顔料分散体を作成し、該顔料分散体を使用して作成するインクジェッ
ト記録用インク中の顔料平均粒子径を１０～９３．６ｎｍの微小粒子径にすることにより
、更に画像の彩度を向上せしめうる。ただし、平均粒子径を１０ｎｍ未満とすることは、
分散自体が困難であり、コストがかかるばかりでなく、耐光性に劣る傾向がある。一方、
平均粒子径が９３．６ｎｍより大きいと、彩度向上効果がほとんど見られない。なお、本
発明における平均粒子径は、日機装（株）製マイクロトラックＵＰＡで測定した値のこと
である。
【００１５】
また、インク中の顔料濃度を上げ、インク液滴を小さくして印字することは、顔料粒子の
紙中への浸透を抑制でき、顔料粒子が紙表面に留まるため、画像彩度を高くすることがで
きる。
従来の顔料系インクでは、色にもよるが概ね２％～６％くらいが一般的であったが、本発
明で好ましく採用される顔料濃度は４．０～１５．０％である。４％未満では高濃度化、
小液滴化による彩度向上の効果が小さく、１５％より多いとインク粘度が高すぎてプリン
トヘッドからのインク吐出が困難となる。より好ましくは５．０～１０％である。
【００１６】
更に、マゼンタインクに使用されるＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット１９の重量比は１／３～１０／１の範囲であることが好ましい。Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１２２の比率が１／３よりも小さくなると、ピグメントバイオレット１
９が単体では元々マゼンタ色としては黄味が強くでることから、マゼンタ本来の色調から
のズレが大きくなり、１０／１よりも大きくなると、ピグメントバイオレット１９との併
用の効果がなくなり、画像彩度が低くなる。より好ましくは１／２～５／１である。
【００１７】
本発明の第２の目的は、上記の第１の目的を満たす範囲内で、本発明のインクセットの各
インクの保存安定性を向上せしめることにある。そのために、顔料種として元々分散安定
性も良好なＣ．Ｉ．ピグメントイエロー７４及びＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．
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また、これら顔料を分散するのに、分散剤として前記一般式（Ｉ）の化合物を使用するこ
とにより、更に上記顔料種の分散安定性が高まり、該分散体を使用したインクの保存安定
性、特に高温保存時のインク中分散顔料粒子の粒径安定性及びインク粘度の安定性が向上
する。
【００１８】
本発明で好ましく使用される一般式（Ｉ）で表わされる分散剤の具体例を以下に記載する
が、本発明はこれら具体例に限定されるものではない。
【００１９】
【表１－１】

【００２０】
【表１－２】
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【００２１】
一般式（Ｉ）で表わされる化合物においてｍが２９以下もしくは６１以上であると、顔料
分散時顔料の微粒子化分散が困難であり、３０以上、６０以下が好ましい。
【００２２】
　分散剤と顔料の重量比は、分散顔料平均粒子径を１０～９３．６ｎｍの微粒子径に分散
し、この粒子径を安定に保持するためには１／４～５／４の範囲が好ましい。１／４より
も分散剤の量が少ない場合は、上記微小粒子径の顔料粒子が凝集しやすく、したがってイ
ンクの保存安定性が低下する。５／４よりも分散剤の量が多い場合は、インク粘度が高く
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なりすぎてプリントヘッドからのインク吐出が困難となる。
【００２３】
分散剤としては、前記の一般式（Ｉ）の化合物が最も好適に使用できるが、この他にも各
種水溶性樹脂や界面活性剤が使用できる。
水溶性樹脂としては、アミン又は塩基を溶解させた水溶液に可溶で、重量平均分子量３０
００～３００００、より好ましくは５０００～１５０００のポリマーが使用できる。具体
的には、例えば、リグニンスルホン酸塩、セラック等の天然高分子、ポリアクリル酸、ス
チレン－アクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸－アクリル酸エチル共重合体などの
スチレン－アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－マレイン酸共
重合体、スチレン－マレイン酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－メタ
クリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、ス
チレン－マレイン酸ハーフエステル共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、
ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体、スチレン－無水マレイン酸－マレイン酸ハーフ
エステル共重合体あるいは前記共重合体の塩等が挙げられる。
【００２４】
界面活性剤としては、アニオン性、非イオン性、カチオン性、両イオン性界面活性剤を用
いることができる。
アニオン性界面活性剤としては、脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキルアリール
スルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、ジアルキルスルホン酸塩、ジアルキル
スルホコハク酸塩、アルキルジアリールエーテルジスルホン酸塩、アルキルリン酸塩、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテ
ル硫酸塩、ナフタレンスルホン酸フォルマリン縮合物、ポリオキシエチレンアルキルリン
酸エステル塩、グリセロールボレイト脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセロール
脂肪酸エステル等が例示される。
非イオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルアリールエーテル、ポリオキシエチレンオキシプロピレンブロックコポリマ
ー、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチ
レン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、フッ素系、シリコン系等の非
イオン性界面活性剤が例示される。
カチオン性界面活性剤としては、アルキルアミン塩、第４級アンモニウム塩、アルキルピ
リジニウム塩、アルキルイミダゾリウム塩等が例示される。
両イオン性界面活性剤としては、アルキルベタイン、アルキルアミンオキサイド、ホスフ
ァジルコリン等が例示される。
このうち、より好ましく使用されるのは、非イオン性界面活性剤であり、特に前記一般式
（Ｉ）の化合物、その中でもＰＯＥ（ｎ＝４０）βナフチルエーテルが特に好ましく使用
できる。
【００２５】
また、必要であれば本発明のカラーインクセットとブラックインクを併用することもでき
る。この際のブラックインクは染料系インクでも顔料系インクでも構わない。
染料系インクは黒色染料を溶解しても良いし、複数色の染料を併用して黒色を実現しても
良い。
顔料系インクは、カーボンブラックを前記カラー顔料種の場合と同様に分散剤と共に分散
しても得られるし、カーボンブラック表面にカルボン酸基、スルホン酸基等の置換基を導
入せしめた、いわゆる自己分散型カーボンブラックを使用しても良い。
【００２６】
本発明において使用される顔料分散液は、前記顔料及び分散剤及び水を必須成分とし、必
要に応じてこれに水溶性有機溶剤等を添加した混合物をサンドミル、パールミル、ダイノ
ーミル、ボールミル、ロールミル、ナノマイザー、ホモジナイザー等の公知の分散機で分
散することによって得られる。
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【００２７】
また、本発明における顔料系インクジェットインクは、該顔料分散液に、要求インク特性
に適合するように必要に応じて水、水溶性有機溶剤、界面活性剤等を適宜選択して添加量
を調整処方し、混合調整して得られる。
本発明における顔料系インクジェット用インクには、下記水溶性有機溶剤の他、必要に応
じてｐＨ調整剤、防腐剤、水溶性樹脂、樹脂エマルジョン等を使用してもよい。
【００２８】
本発明における顔料系インクジェット用インクに添加し得る水溶性有機溶剤としては、例
えば、メチルアルコール、エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルア
ルコール、ｎ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコ
ール等の炭素数１～４のアルキルアルコール類；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセト
アミド等のアミド類；アセトン、メチルエチルケトン、ジアセトンアルコール等のケトン
又はケトンアルコール類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル類；エチレング
リコール、プリピレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール
、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオグリコール、ヘキシレングリコ
ール、グリセリン等の多価アルコール類；ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリ
コール等のポリアルキレングリコール類；エチレングリコールモノメチル（又はエチル）
エーテル、ジエチレングリコールメチル（又はエチル）エーテル、トリエチレングリコー
ルモノメチル（又はエチル）エーテル等の多価アルコールの低級アルコールエーテル類；
モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアルカノールア
ミン類；Ｎ－メチル－２－ピロリドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダ
ゾリジノン等が挙げられる。
顔料インクジェット用インクとしては、上記水溶性有機溶剤の中でもジエチレングリコー
ル等の多価アルコールあるいはトリエチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテ
ル等の多価アルコールの低級アルキルエーテルが好ましい。
なお、顔料系インクジェット用インクの水溶性有機溶剤の含有量としては、環境性等の点
も考慮すると５０重量％以下が好ましい。
【００２９】
なお、本発明の顔料系インクジェット用インクを用いて印字する手段としては、連続噴射
型あるいはオンデマンド型の記録ヘッドを有する前記のインクジェット方式のプリンタ（
インクジェットプリンタ）による印刷方法が挙げられる。なお、オンデマンド型としては
、例えばピエゾ方式、サーマルインクジェット方式、静電方式等が例示される。
【００３０】
さらに、本発明のインク組成物を収容したインクカートリッジの構成、本発明のインク組
成物を吐出させて記録を行なうインクジェットプリント装置の構成、該プリント装置での
画像形成方法に関しては、本発明が関連する技術分野における公知技術、例えば特開２０
００－１９８９５８号公報に開示されたものなどを参照することで、容易に実施すること
ができる。
【００３１】
【実施例】
以下、実施例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は何らこれらの実施例に限定
されるものではない。なお、実施例中の部数は重量部を表わすものである。
顔料分散体作成例－１
ピグメントレッド１２２　　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
（大日本インキ社製、FASTOGEN SUPER MAGENTA RG、
１次粒子径１００ｎｍ）
一般式（Ｉ）の化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　１１０部
（ｌ＝０、ｍ＝４０　POEの位置はβ位）
パイオニンＡ－５１－Ｂ（竹本油脂社製）　　　　　　　　　　２部
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蒸留水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７３８部
上記の混合物をプレミックスした後、ディスクタイプのビーズミル（シンマルエンタープ
ライゼス社ＫＤＬ型、メディア：０．３ｍｍφジルコニアボール使用）で２０時間循環分
散し、平均粒子径１３．５ｎｍの顔料分散液（Ａ）を得た。
【００３２】
顔料分散体作成例－２
顔料分散体作成例－１において、ピグメントレッド１２２を下記の材料に変更し、分散時
間を２３時間にした他は、顔料分散体作成例－１と同様にして、平均粒子径１５．１ｎｍ
の顔料分散液（Ｂ）を得た。
ピグメントブルー１５：３　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
（東洋インク製造社製、LIONOL BLUE FG7351
一次粒子径３０～５０ｎｍ）
【００３３】
顔料分散体作成例－３
顔料分散体作成例－１において、ピグメントレッド１２２を下記の材料に変更し、分散時
間を１４時間にした他は、顔料分散体作成例－１と同様にして、平均粒子径１５．０ｎｍ
の顔料分散液（Ｃ）を得た。
ピグメントイエロー７４　　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
（大日精化製、エローＮｏ．４３　平均１次粒子径５０ｎｍ）
【００３４】
顔料分散体作成例－４
　顔料分散体作成例－１において、ピグメントレッド１２２を下記の材料に変更した他は
、顔料分散体作成例－１と同様にして、平均粒子径６２．３ｎｍの顔料分散液（Ｄ）を得
た。
　ピグメントバイオレット１９　　　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
　（大日本インキ社製、FASTOGEN SUPER RED 7100Y、）
【００３５】
顔料分散体作成例－５
顔料分散体作成例－１において、ピグメントレッド１２２を下記の材料に変更し、分散時
間を１４時間にした他は、顔料分散体作成例－１と同様にして、平均粒子径１５．０ｎｍ
の顔料分散液（Ｅ）を得た。
ピグメントイエロー１３８　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
（東洋インキ製造社製　LIONOGEN YELLOW1010、
１次粒子径３０～５０ｎｍ）
【００３６】
顔料分散体作成例－６
顔料分散体作成例－１において、分散時間を７時間にした他は、顔料分散体作成例－１と
同様にして、平均粒子径１００．２ｎｍの顔料分散液（Ｆ）を得た。
【００３７】
顔料分散体作成例－７
顔料分散体作成例－２において、ピグメントブルー１５：３を下記の材料に変更し、分散
時間を１５時間にした他は、顔料分散体作成例－２と同様にして、平均粒子径９４．４ｎ
ｍの顔料分散液（Ｇ）を得た。
ピグメントブルー１５：６　　　　　　　　　　　　　　　１５０部
（ε型フタロシアニン銅、大日本インキ社製、FASTOGEN BLUE E P-7S）
【００３８】
顔料分散体作成例－８
顔料分散体作成例－３において、分散時間を５時間にした他は、顔料分散体作成例－３と
同様にして、平均粒子径９６．２ｎｍの顔料分散液（Ｈ）を得た。
【００３９】
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顔料分散体作成例－９
顔料分散体作成例－４において、分散時間を１２時間にした他は、顔料分散体作成例－４
と同様にして、平均粒子径１２１．７ｎｍの顔料分散液（Ｉ）を得た。
【００４０】
上記方法で得られた顔料分散液（Ａ）～（Ｉ）を用いて下記のインク処方により、インク
液を調製し、３０分攪拌後、孔径０．８μｍのメンブランフィルターで濾過、真空脱気し
て顔料系インクジェット用インクを得た。
【００４１】
インク処方１（イエローインク用）
顔料分散体（顔料濃度１５％）　　　　　　　　　　　　　　　５０部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５部
ポリオキシエチレン（３）アルキル（Ｃ１３）
エーテル酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０部
蒸留水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８部
【００４２】
インク処方２（マゼンタインク用）
顔料分散体（顔料濃度１５％）　　　　　　　　　　　　　　　５４部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５部
ポリオキシエチレン（３）アルキル（Ｃ１３）
エーテル酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０部
蒸留水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４部
【００４３】
インク処方３（シアンインク用）
顔料分散体（顔料濃度１５％）　　　　　　　　　　　　　　　３４部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５部
ポリオキシエチレン（３）アルキル（Ｃ１３）
エーテル酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　２．０部
蒸留水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４部
【００４４】
（実施例１）
イエローインクとして、顔料分散体作成例－３で作成したピグメントイエロー７４の分散
体〔顔料分散液（Ｃ）〕を使用し、インク処方１の処方でイエローインク（ａ）を作成し
た。顔料粒子はインク化時、微凝集により５４．８ｎｍとなった。
マゼンタインクとして、顔料分散体作成例－１で作成したピグメントレッド１２２の分散
体〔顔料分散液（Ａ）〕と顔料分散体作成例－４で作成したピグメントバイオレット１９
の分散体〔顔料分散液（Ｄ）〕を重量比１／１で混合した分散体を使用し、インク処方２
の処方でマゼンタインク（ａ）を作成した。顔料粒子はインク化時、微凝集により９３．
６ｎｍとなった。
シアンインクとして、顔料分散体作成例－２で作成したピグメントブルー１５：３の分散
体〔顔料分散液（Ｂ）〕を使用し、インク処方３の処方でシアンインク（ａ）を作成した
。顔料粒子はインク化時、微凝集により６６．１ｎｍとなった。
イエローインク（ａ）、マゼンタインク（ａ）、シアンインク（ａ）より本発明のインク
セット（Ａ）をＥＰＳＯＮ社製インクジェットプリンタＥＭ－９３０Ｃのカラーカートリ
ッジ（純正インクを抜き出し、洗浄、乾燥したもの）に充填し、フォトモードで普通紙（
Ｘ－４０２４）にイエロー、マゼンタ、シアンの１次色の各々単色のフルベタ画像と、こ
れら３原色の組合せからなるレッド、グリーン、ブルーの２次色のフルベタ画像を印刷し
た。
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各色フルベタ画像はＸ－ｒｉｔｅ９３８濃度計で測色し、各色画像のａ値とｂ値から以下
の式（１）で各色画像の彩度を求めた。
【００４５】
【数１】

彩度の結果として画像彩度測定結果を、表２に示す。
また、イエローインク（ａ）、マゼンタインク（ａ）、シアンインク（ａ）をポリエチレ
ン容器中に密閉し、５０℃の環境下で３週間放置し、放置前後のインク中の顔料粒子径と
インク粘度を測定した。
インク粘度は東機産業社製ＲＥ型粘度計で測定した。
結果として高温保存安定性試験結果を表３に示す。
【００４６】
（実施例２）
実施例１において、マゼンタインク用の顔料分散体として、ピグメントレッド１２２の分
散体〔顔料分散液（Ａ）〕と、ピグメントバイオレット１９の分散体〔顔料分散液（Ｄ）
〕を重量比で１／１で混合するのに代えて１／３で混合した分散体を使用する以外は全て
実施例１と同様にして、マゼンタインク（ｂ）を作成し、イエローインク（ａ）、マゼン
タインク（ｂ）、シアンインク（ａ）よりなる本発明のインクセット（Ｂ）を作成し、実
施例１と同じ評価を行なった。
マゼンタインク（ｂ）作成時、顔料粒子は微凝集により８７．９ｎｍとなった。
【００４７】
（実施例３）
実施例１において、マゼンタインク用の顔料分散体として、ピグメントレッド１２２の分
散体〔顔料分散液（Ａ）〕と、ピグメントバイオレット１９の分散体〔顔料分散液（Ｄ）
〕を重量比で１／１で混合するのに代えて１０／１で混合した分散体を使用する以外は全
て実施例１と同様にして、マゼンタインク（ｃ）を作成し、イエローインク（ａ）、マゼ
ンタインク（ｃ）、シアンインク（ａ）よりなる本発明のインクセット（Ｃ）を作成し、
実施例１と同じ評価を行なった。
マゼンタインク（ｃ）作成時、顔料粒子は微凝集により７４．９ｎｍとなった。
【００４８】
（比較例１）
　実施例１において、マゼンタインク用顔料分散体として、ピグメントレッド１２２の分
散体〔顔料分散液（Ａ）〕と、ピグメントバイオレット１９の分散体〔顔料分散液（Ｄ）
〕を重量比で１／１で混合するのに代えてピグメントレッド１２２の分散体〔顔料分散液
（Ａ）〕のみを使用する以外は、すべて実施例１と同様にしてマゼンタインク（ｄ）を作
成し、イエローインク（ａ）、マゼンタインク（ｄ）、シアンインク（ａ）よりなる本発
明のインクセット（Ｄ）を作成し、実施例１と同じ評価を行なった。
　マゼンタインク（ｄ）作成時、顔料粒子は微凝集により６８．０ｎｍとなった。
【００４９】
（比較例２）
　実施例１において、マゼンタインク用顔料分散体として、ピグメントレッド１２２の分
散体〔顔料分散液（Ａ）〕と、ピグメントバイオレット１９の分散体〔顔料分散液（Ｄ）
〕を重量比で１／１で混合するのに代えてピグメントバイオレット１９の分散体〔顔料分
散液（Ｄ）〕のみを使用する以外は、すべて実施例１と同様にしてマゼンタインク（ｅ）
を作成し、イエローインク（ａ）、マゼンタインク（ｅ）、シアンインク（ａ）よりなる
本発明のインクセット（Ｅ）を作成し、実施例１と同じ評価を行なった。
　マゼンタインク（ｅ）作成時、顔料粒子は微凝集により８８．５ｎｍとなった。
【００５０】
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（比較例３）
イエローインクとして、顔料分散体作成例－８で作成したピグメントイエロー７４の分散
体〔顔料分散液（Ｈ）〕を使用し、インク処方１の処方でイエロー（ｂ）を作成した。
マゼンタインクとして、顔料分散体作成例－６で作成したピグメントレッド１２２の分散
体〔顔料分散液（Ｆ）〕と顔料分散体作成例－９で作成したピグメントバイオレット１９
の分散体〔顔料分散液（Ｉ）〕を重量比１／１で混合した分散体を使用し、インク処方１
の処方でマゼンタインク（ｆ）を作成した。
シアンインクとして、顔料分散体作成例－７で作成したピグメントブルー１５：６の分散
体〔顔料分散液（Ｇ）〕を使用し、インク処方３の処方でシアンインク（ｂ）を作成した
。
イエローインク（ｂ）、マゼンタインク（ｆ）、シアンインク（ｂ）よりなる本発明外の
インクセット（Ｆ）を作成し、実施例１と同じ評価を行なった。
【００５１】
（比較例４）
実施例１において、イエロー用顔料分散体として、顔料分散体作成例－３で作成したピグ
メントイエロー７４の分散体〔顔料分散液（Ｃ）〕に代えて、顔料分散体作成例－５で作
成したピグメントイエロー１３８の分散体〔顔料分散液（Ｅ）〕を使用する以外は、すべ
て実施例１と同様にしてイエローインク（ｃ）を作成し、イエローインク（ｃ）、マゼン
タインク（ａ）、シアンインク（ａ）よりなる本発明のインクセット（Ｇ）を作成し、実
施例１と同じ評価を行なった。
イエローインク（ｃ）作成時、顔料粒子は微凝集により６０．１ｎｍとなった。
【００５２】
【表２】

※色調黄味強すぎ。マゼンタ色としては使用できない。
【００５３】
【表３】



(15) JP 4584552 B2 2010.11.24

10

20

【００５４】
【発明の効果】
以上、詳細かつ具体的な説明から明らかなように、本発明のインクジェット記録用インク
セットはインクの保存安定性に優れていると共に、高彩度の１次色画像及び２次色画像が
得られるという極めて優れた効果を奏するものである。
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